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平成24年 
　新春市民交歓会

時
に
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
）

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
障
害
者
控

除
対
象
者
の
認
定
を
受
け
た
方
で
、

状
態
に
変
化
が
な
い
場
合
は
、
認

定
書
を
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
の
方
で
、
平
成
23

年
分
の
所
得
申
告
に
使
用
す
る
場

合
は
、
平
成
23
年
12
月
31
日
の
現

況
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、

認
定
書
の
交
付
は
１
月
以
降
と
な

り
ま
す
。

《
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
》

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
介
護
保

険
要
介
護
認
定
者
で
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、
医
師

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
の
代
わ
り
に
、
市
が
発
行

す
る
「
認
定
書
」
で
医
療
費
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
務
手
続
き
上
、
当
日

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
５
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
４　
大
信
☎
㊻
２

１
１
４　
東
㉞
２
１
１
６

付
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
な
い
と
、
農
業
委
員
の
選

挙
な
ど
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
該
当
者
　
①
市
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
方

②
10
ア
ー
ル
以
上
耕
作
を
営
む
方
、

ま
た
は
同
居
し
て
い
る
家
族
の
方

で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方

⃝
提
出
期
限
　
平
成
24
年
１
月
６

日
㈮
ま
で

※
期
限
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会　
内
２
２
４
２

《
障
害
者
控
除
》

　
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
要
介
護

認
定
者
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
に
つ
い
て
は
、「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
申
告
の
際

に
障
が
い
者
ま
た
は
特
別
障
が
い

者
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

⃝
主
な
要
件
　
①
65
歳
以
上
の
介

護
保
険
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方　
②
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
有
し
て
い
な
い
方

（
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
申
告

   

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

　　
白
河
市
奨
学
資
金
・
大
学
入
学

一
時
金
の
申
請
を
、
次
に
よ
り
受

け
付
け
し
ま
す
。

《
奨
学
資
金
貸
与
》

⃝
資
格

①
平
成
24
年
度
に
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
大
学
お
よ
び
専
修

学
校
に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方

②
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

所
を
有
し
て
い
る
方
（
市
外
に
住

所
を
移
転
し
、
市
外
の
学
校
に
在

学
し
て
い
る
場
合
は
、
学
校
に
入

学
す
る
ま
で
、
ま
た
は
学
校
に
入

学
す
る
目
的
を
も
っ
て
住
所
を
移

転
す
る
ま
で
、
引
き
続
き
１
年
以

上
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方
）

③
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
方

④
市
内
に
在
住
し
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る
こ
と
（
そ
の
う
ち
１
人
は

保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
方
）

⃝
貸
与
月
額
（
無
利
息
）

①
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
生

＝
２
万
円　
　
　
　
　
　
　
　

②
専
修
学
校
生
（
専
門
課
程
で
修

業
年
限
２
年
以
上
）
＝
３
万
円

③
大
学
生
＝
４
万
円

⃝
返
還　
貸
付
終
了
の
月
の
６
か

月
後
か
ら
10
年
以
内
に
返
還
い
た

だ
き
ま
す
。
返
還
は
、
口
座
振
替

に
よ
り
月
賦
払
い
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
返
還
の
手
続
き
の
際
に

は
、
貸
与
時
同
様
、
市
内
に
在
住

し
、
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る

連
帯
保
証
人
が
２
人
必
要
と
な
り

ま
す
（
そ
の
う
ち
１
人
は
保
護
者

ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
方
）。

《
大
学
入
学
一
時
金
貸
与
》

⃝
資
格

①
平
成
24
年
度
、
大
学
へ
進
学
を

希
望
し
て
い
る
生
徒
・
学
生
の
保

護
者

②
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方

③
前
年
の
所
得
が
４
５
０
万
円

（
市
で
定
め
る
基
準
額
控
除
後
の

所
得
）
以
下
の
方

④
市
内
に
在
住
し
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る
こ
と

⃝
貸
与
額
（
無
利
息
）

①
医
師
・
歯
科
医
師
の
課
程
＝
１

０
０
万
円
以
内

②
そ
の
他
の
課
程
＝
70
万
円
以
内

⃝
返
還

①
医
師
・
歯
科
医
師
の
課
程
＝
学

生
の
修
業
年
限
が
終
了
し
た
月
の

翌
月
か
ら
７
年
以
内
に
返
還
い
た

だ
き
ま
す
。
返
還
は
口
座
振
替
に

よ
り
月
賦
払
い
と
な
り
ま
す
。

②
そ
の
他
の
課
程
＝
学
生
の
修
業

年
限
が
終
了
し
た
月
の
翌
月
か
ら

６
年
以
内
に
返
還
い
た
だ
き
ま
す
。

返
還
は
口
座
振
替
に
よ
り
月
賦
払

い
と
な
り
ま
す
。

＝
共
通
事
項
＝

⃝
申
込
期
間　
12
月
19
日
㈪
～
１

月
31
日
㈫

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

問
本
庁
舎
教
育
総
務
課　
内
２
３

５
１
／
各
庁
舎
教
育
振
興
課　
表

郷
☎
㉜
４
７
８
２　
大
信
☎
㊻
３

９
７
５　
東
☎
㉞
３
１
４
６

　
検
察
審
査
会
は
、
一
般
国
民
か

ら
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
、
不
起
訴
処
分
の
良
し
悪
し
を

審
査
す
る
と
こ
ろ
で
、
刑
事
手
続

き
の
中
に
国
民
の
一
般
的
な
良
識

を
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い
刑
事
司

法
を
実
現
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
審
査
の
申
し

立
て
に
は
、
費
用
は
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
。

問
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局
☎
０

２
４
︲
９
３
２
︲
５
６
５
６

　
震
災
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
と
日

本
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

⃝
日
時
　
１
月
28
日
㈯
／
午
後
１

時
30
分
開
演

⃝
会
場
　
市
民
会
館
（
手
代
町
）

⃝
入
場
料
　
無
料
（
要
整
理
券
）

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
４

21 20

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民

年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
な
ど
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

11
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
控
除

証
明
書
が
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
白
河
年
金
事
務
所
☎
㉗
４
１
６

４
／
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
︲
０
７

０
︲
１
１
７

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
書
を
配

案
内

検
察
審
査
会

音
楽
の
お
く
り
も
の

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書

要
介
護
認
定
者
の
障
害

者
控
除
・
医
療
費
控
除

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
書
の
提
出

奨
学
資
金
・
大
学
入

学
一
時
金

　平成24年２月１日現在で、
全ての企業・事業所を対象
とした経済センサス活動調
査を実施します。
　この調査は、統計法に基
づいて実施する、報告義務
のある基幹統計調査です。

　　　　　　問本庁舎企画政策課　内2328

平成24年  
　経済センサス活動調査

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動

≪運動のスローガン≫
「飲む前に　必ず確保　ハンドルキーパー」
≪運動の基本≫
「高齢者の交通事故防止」
≪運動の重点≫
①飲酒運転の根絶
②夕暮れ時と夜間の交通事故防止
③すべての座席のシートベルトとチャ
　イルドシートの正しい着用の徹底
　　　問本庁舎生活環境課　内2162

  希望に満ちた新年を迎えるにあたり、
新春市民交歓会を開催します。
◦日　　時　１月４日㈬／午後４時から
　　　　　　（午後３時30分受付開始）
◦会　　場　鹿島ガーデンヴィラ
　　　　　　（北中川原）
※当日は、市役所本庁舎（午後３時30分
   発・商工会議所経由）、各庁舎（午後３                   
   時20分発）から会場までバスを運行し   
   ますので、ご利用ください。
◦会　　 費　2,000円
◦申込方法　会費を添えて、12月26日 
　　　　　　 ㈪までに、お申し込みくだ
　　　　　　 さい。なお、当日会場でも
　　　　　　 申し込みできます。
◦申し込み・問い合わせ先
　本庁舎秘書広報課☎㉒1111　内2371
　各庁舎総務課　表郷☎㉜2111　大信
　☎㊻2111　東☎㉞2111／白河商工会
　議所☎㉓3101／各商工会　表郷☎㉜
　3065　大信☎㊻2070　東☎㉞2779

12月10日㈯～平成24年１月７日㈯

　調査票は、平成24年１月末日までにお
届けしますので、回答をお願いします。

経済センサスキャラクター

広報白河　2011.12.１（Ｈ23）
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重
度
障
が
い
者
の
方
に
対
し
て
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
・
自
動
車
燃
料
費

の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
は
タ
ク
シ
ー
運
賃
が
1
回

に
つ
き
初
乗
り
運
賃
の
額
（
年
間

最
大
30
枚
）、自
動
車
燃
料
費
が
１

枚
１
、
０
０
０
円
（
年
間
最
大
12

枚
）
と
な
り
ま
す
。

⃝
対
象
者
　
①
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
で
、
肢
体
不
自
由
ま
た
は

視
覚
障
が
い
で
1
級
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
の
方

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７
１
４

　
お
は
な
し
キ
ャ
リ
ア
32
年
の
講

師
を
迎
え
、
心
温
ま
る
ひ
と
と
き

を
今
年
も
ど
う
ぞ
。

⃝
日
時
　
12
月
10
日
㈯
／
▽
第
１

部
（
幼
児
～
低
学
年
対
象
）　
午

後
２
時
か
ら　
▽
第
２
部
（
中
学

年
以
上
）
　
午
後
３
時
20
分
か
ら

※
開
場
は
30
分
前
か
ら

⃝
会
場
　
柿
の
木
文
庫
（
み
さ
か
）

⃝
定
員
　
30
人
（
要
申
込
）

⃝
参
加
料
　
２
０
０
円
（
う
ち
１

０
０
円
は
市
復
興
支
援
金
に
寄
附

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

問
柿
の
木
文
庫
☎
㉘
３
２
２
１

　
⃝
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い

の
方

⃝
対
象
図
書　
過
去
１
年
間
に
読

ん
だ
本

⃝
字
数
　
▽
小
学
生
の
部　
小
学

校
低
学
年
は
２
枚
（
２
２
５
字
詰

め
可
）
以
内　
小
学
校
中
高
学
年

は
３
枚
（ 

１
、
２
０
０
字
）以
内

▽
中
学
生
の
部　
５
枚
（
２
、
０

０
０
字
）
以
内　
▽
一
般
の
部　

５
枚
（
２
、
０
０
０
字
）
以
内　

⃝
応
募
方
法
　
応
募
作
品
は
、
市

立
図
書
館
・
表
郷
図
書
館
・
大
信

図
書
館
・
東
図
書
館
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）
。
応
募
は

一
人
１
点
に
限
り
ま
す
。

⃝
応
募
期
限
　
平
成
24
年
１
月
18

日
㈬
ま
で

問
市
立
図
書
館
☎
㉓
３
２
５
０

23 22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
臭
い
の
あ
る
暮
ら
し
』

市
長
の

手
控
え
帖

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

中
山
義
秀
記
念
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル

重
度
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
運
賃
お

よ
び
自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業

始
ま
る
。
酔
い
と
と
も
に
口
に
出
る
炭
坑
節
。
労

働
の
歌
、
民
衆
の
歌
で
す
。

　
ま
た
、「
青
春
の
門
」「
幸
せ
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
と
い
っ
た
心
に
残
る
小
説
や
映

画
も
で
き
ま
し
た
。
石
炭
か
ら
石
油
、
そ
し
て
原

子
力
へ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
場
は
生
活
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
行
っ
た
。
膨
大
な
力
を
生
み
出
す
一
方
で
、

臭
い
も
色
も
な
い
放
射
能
を
内
包
す
る
原
子
力
。

原
発
労
働
か
ら
は
つ
い
ぞ
、
歌
も
物
語
も
生
ま
れ

な
か
っ
た
。

　
生
活
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
臭
い
が
消
え
て

い
き
ま
し
た
。
先
月
の
五
箇
ま
つ
り
は
、
小
学
生

か
ら
年
配
者
ま
で
加
わ
る
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
。

中
に
も
み
殻
で
釜
を
炊
い
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ

っ
た
。
も
み
の
燃
え
る
音
は
心
地
良
く
、
炊
き
あ

が
っ
た
新
米
の
香
り
は
格
別
で
し
た
。
大
家
族
だ

っ
た
昔
、
母
は
朝
早
く
か
ら
大
釜
で
ご
飯
を
炊
く
。

プ
ー
プ
ー
と
吹
き
あ
が
る
湯
気
と
パ
ク
パ
ク
上
下

す
る
蓋
の
音
。
す
き
っ
腹
に
し
み
こ
む
香
り
。
ま

た
祝
い
事
や
年
末
に
は
餅
を
つ
き
、
心
が
浮
き
立

つ
。
目
当
て
は
あ
ん
こ
餅
や
き
な
こ
餅
だ
が
、
き

ね
で
つ
く
前
の
お
ふ
か
し
の
こ
う
ば
し
さ
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。

　
冬
の
教
室
に
ス
ト
ー
ブ
。
山
か
ら
集
め
て
き
た

松
ぼ
っ
く
り
に
火
を
つ
け
、
石
炭
を
く
べ
る
。
そ

の
ま
わ
り
に
弁
当
箱
を
並
べ
る
。
暖
ま
っ
て
く
る

に
つ
れ
、
タ
ク
ア
ン
の
臭
い
が
あ
た
り
を
お
お
う
。

誰
と
も
な
し
に
鼻
を
つ
ま
み
、
く
す
く
す
笑
い
出

す
。
客
を
迎
え
る
と
き
は
、
飼
っ
て
い
る
鶏
の
料

理
で
も
て
な
す
。
熱
湯
を
か
け
羽
根
を
ぬ
く
の
は

子
ど
も
の
仕
事
。
生
臭
さ
で
む
っ
と
す
る
も
の
の
、

醤
油
味
の
か
ぐ
わ
し
い
ト
リ
肉
へ
、
期
待
が
ふ
く

ら
む
。
遊
び
に
夢
中
の
子
ど
も
ら
は
、
日
が
暮
れ

る
頃
、
一
斉
に
家
へ
戻
り
家
事
を
手
伝
う
。
私
は

  

Ｂ
Ｓ
で
「
山
田
洋
次
が
選
ぶ
名
作
１
０
０
本
」

が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
月
「
に
あ
ん
ち
ゃ
ん
」

を
久
し
ぶ
り
に
観
た
。
新
た
な
感
動
に
包
ま
れ
、

涙
線
も
ゆ
る
み
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
両
親
に
先
立

た
れ
、
九
州
の
炭
坑
で
暮
ら
す
４
人
の
兄
弟
。
長

兄
は
炭
坑
で
働
き
、
長
女
が
家
事
を
切
り
盛
り
し
、

下
の
兄
妹
は
小
学
生
。
物
語
は
末
の
妹
の
目
を
通

し
て
流
れ
て
い
く
。
石
炭
は
斜
陽
化
し
、
長
兄
は

解
雇
さ
れ
、
長
女
と
と
も
に
出
稼
ぎ
へ
。
兄
妹
は

親
切
な
炭
坑
仲
間
に
世
話
に
な
る
も
の
の
、
そ
の

家
も
生
活
苦
。
居
づ
ら
く
な
り
、
別
の
知
人
宅
に

預
け
ら
れ
る
も
極
貧
の
暮
ら
し
。

   

あ
る
日
、
二
人
は
飛
び
出
し
も
と
の
炭
坑
長
屋

に
向
か
う
。
途
中
空
腹
に
耐
え
き
れ
ず
、
畑
に
入

り
さ
つ
ま
芋
を
盗
む
。
甘
く
臭
う
芋
を
鼻
に
押
し

あ
て
生
で
食
べ
る
。
夏
空
、
川
に
飛
び
込
み
水
浴

び
に
興
じ
、
パ
ン
ツ
一
丁
で
小
道
を
い
く
。
天
真

爛
漫
そ
の
も
の
。
に
あ
ん
ち
ゃ
ん
は
、
力
仕
事
で

金
を
稼
ぎ
、
な
ん
と
東
京
ま
で
い
く
。
自
転
車
屋

で
働
き
た
い
と
頼
む
も
あ
え
な
く
送
り
帰
さ
れ
る
。

兄
と
妹
の
た
く
ま
し
さ
、
け
な
げ
さ
に
ほ
ろ
っ
と

し
た
。
炭
坑
に
働
く
人
た
ち
の
仲
間
意
識
は
強
い
。

長
屋
が
家
族
共
同
体
で
あ
り
、
泣
き
笑
い
し
つ
つ

暮
ら
す
人
間
の
臭
い
が
濃
厚
に
あ
り
ま
し
た
。

　
炭
坑
か
ら
は
歌
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
月
が
出
た

出
た
月
が
で
た　
ヨ
イ
ヨ
イ　
三
池
炭
坑
の
上
に

出
た　
あ
ん
ま
り
煙
突
が
高
い
の
で　
さ
ぞ
や
お

月
さ
ん
煙
た
か
ろ　

サ
ノ
ヨ
イ
ヨ
イ
」。
ガ
ス
・

水
・
落
盤
の
恐
怖
の
中
、
仕
事
を
終
え
酒
盛
り
が

馬
の
餌
当
番
。
稲
ワ
ラ
を
小
さ
く
切
り
揃
え
、
水

と
こ
ぬ
か
で
ま
ぜ
る
。
こ
ぬ
か
の
柔
ら
か
な
手
ざ

わ
り
と
優
し
い
臭
い
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
生
活
の
臭
い
は
、
家
族
・
友
人
・
郷
土
と
深
く

結
び
つ
い
て
身
体
の
奥
深
く
刻
ま
れ
、
何
か
の
拍

子
に
懐
か
し
く
蘇
っ
て
き
ま
す
。
臭
い
が
消
え
る

に
つ
れ
、
生
き
て
い
る
実
感
も
乏
し
く
、
人
と
の

交
わ
り
も
薄
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

  

災
害
の
中
、
県
ゆ
か
り
の
有
名
人
に
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
中
畑
清
、
佐
藤
Ｂ
作
、
飯
島
直
子
。
中

で
も
際
立
っ
た
の
は
、
西
田
敏
行
。
愛
く
る
し
い

体
型
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
顔
と
福
島
訛
り
に
救
わ
れ

ま
し
た
。
30
年
以
上
も
前
、
西
田
さ
ん
主
役
の
「

写
楽
考
」
と
い
う
芝
居
を
観
た
。
抑
揚
の
あ
る
力

強
い
声
と
達
者
な
芸
は
、
将
来
性
を
予
感
さ
せ
た
。

案
の
定
、
名
優
の
地
位
を
高
め
て
い
き
、
重
厚
な

役
か
ら
、
泣
か
せ
、
笑
い
へ
と
芸
風
も
広
が
っ
た
。

こ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
体
重
も
増
し
、
い
つ
し

か
喜
劇
の
似
合
う
大
ス
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
福

島
弁
の
ア
ド
リ
ブ
が
、
随
所
に
出
て
く
る
の
も
い

い
で
す
ね
。
な
じ
ん
だ
言
葉
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の

郷
愁
と
と
も
に
身
体
に
し
ま
い
こ
ま
れ
、
年
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
、
雪
解
け
水
の
よ
う
に
流
れ
出
て

く
る
の
で
し
ょ
う
。
西
田
敏
行
は
、
今
最
も
臭
い

が
あ
り
、
存
在
感
が
あ
る
役
者
で
す
。

　
映
画
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
。
ニ
人
は
ボ
タ
山
に
登

る
。
兄
は
「
父
ち
ゃ
ん
も
あ
ん
ち
ゃ
ん
も
貧
乏
で

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
俺
は
や
る
」
と
決
意
す
る
。

将
来
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
強
い
言
葉
で
す
。
私

た
ち
の
先
祖
は
幾
多
の
困
難
を
た
く
ま
し
く
乗
り

越
え
て
き
ま
し
た
。
地
震
と
放
射
能
で
苦
難
の
中

に
あ
り
ま
す
が
、
全
力
で
立
ち
向
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

案
内

　市内で行われる建築物や工作物の新築や増築、修繕などで一
定の規模を超えるものについては、景観計画に定める景観形成
基準（高さや色彩などの制限）への適合が求められます。

　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、本庁舎都市計
画課までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　問本庁舎都市計画課　内2288

景観形成のため建築物等には高さや色彩などにも制限があります
一定の規模を超えるものは、届出が必要です

　　　  
              ②景観計画
　　　　  区域の区分
①届出が必
　要なもの

   景観計画区域 
○白河市全域          景観計画重点区域

●小峰城跡・白河駅周辺地区
●南湖公園周辺地区
●白河関跡周辺地区

   景観計画推進区域 
○城下町地区
○歴史的街道沿いの集
　落地区

建築物
（新築、増築、改築、
移転、外観を変更す
る修繕・模様替え・
色彩変更）

⃝高さ10m以上
⃝3階建以上かつ延べ
　面積500㎡以上
⃝延べ面積1,000㎡以
　上

⃝建築面積または変更面積
　10㎡以上

工作物
（新設、増築、改築、
移転、外観を変更す
る修繕・模様替え・
色彩変更）

⃝よう壁、垣、さく等
　高さ5m以上
⃝煙突等
　高さ10ｍ以上
⃝電線路の支持物
　高さ20ｍ以上
⃝高架水槽等
　高さ10ｍ以上・築造
　面積1,000㎡以上

⃝よう壁、垣、さく等
　高さ1.5m以上
⃝すべての工作物
（よう壁、垣、さく等を除く）

開発行為 ⃝面積3,000㎡以上 ⃝面積3,000㎡以上
土地の形質の変更等
（開墾、土石採取、　
鉱物掘採、その他）

⃝面積3,000㎡以上
⃝高さ5m以上かつ長　
　さ10ｍ以上の法面

⃝面積1,000㎡以上
⃝高さ1.5m以上かつ
 　長さ10ｍ以上の法面

土石等の堆積
（土石、廃棄物、再
　生資源、その他）

⃝高さ3m以上
⃝面積500㎡以上

⃝高さ1.5m以上
⃝面積250㎡以上

　次の表において、「①届出が必要なもの」で、それぞれの「②区域」
ごとに該当する規模を超えるものが、届出の対象となります。

■届出の対象となるもの

名　称 区　域

小峰城跡・白河駅
周辺地区

史跡「小峰城跡」、都市計画法に基づき定められ
た白河駅北地区および南地区計画地区、白河駅舎
およびプラットホーム周辺を含む地区

南湖公園周辺地区
史跡・名勝「南湖公園」、南湖風致地区、および上流
の農業振興地域（国道294号東側まで）の一部を含
む地区

 白河関跡周辺地区 史跡「白河関跡」、白河関の森公園を含む地区

名　称 区　域

城下町地区
旧奥州街道に沿って発展した城下町地区周辺、整
備された谷津田川せせらぎ通り周辺、および歴代
白河藩主菩提寺跡のある小南湖周辺を含む地区

歴史的街道沿いの
集落地区

江戸時代に整備が行われた旧街道に面する宿場景観
を残す周辺地区（例：旗宿地区など）

　景観に関する届出は、市内全域が対象となります。また、特
に美しい景観形成が必要となる地区については、「重点区域」お
よび「推進区域」として、景観形成基準が設定されています。

■届出は市内全域が対象です

◆景観計画　重点区域

◆景観計画　推進区域
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